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はしがき

●

人事・労務管理は経営体の仕事と人間に関するすべて

の領域を管理対象とする経営管理の1つの分野である。

蓮営は人間の協働による組織的活動であるから，人事・

労務管理は経営活動にとって最も重要な管理の分野であ

る。

人事・労務管理を研究するためには次の3つの視野が

必要である。第1に，人事・労務管理は実務そのもので

あり，実務を知らなくては研究しにくい。学問と実際の

開きの中で人事・労務管理はその閃きが非常に大きくな

りやすい。それゆえに，実務経険がなくて人事・労務管

理に関心を持つ人々は，実際の経営がどのように行われ

ているのかということについて，できる限り実務書に親

しんで経営の実際についての知識を得る努力をする必要

がある。第2に，人事・労務管理の実務に従事している

人々は，人事・労務管理の理論研究をおこたり，独善に

おちいりやすい。経営内で実務にたずさわると，自身の

経営以外に無関心になりがちだからである。人事・労務

管理の理論は無数に存在する人事・労務管理の実際活動

を見渡しながら，その性格，その長所・短所などを体系

的に，一般的な概念によって解明することを目指してい

るのであって，理論に無関心であれば実務だけでは人

事・労務管理の実際は発展できないのである。第3に，

人事・労務管理の理論は，将来の発展方向を実務に先ん

じて示さねばならない。人事・労務管理の実務は，その

多くが反復であり，変更は散開整にとどまる。経営内に

おける人の管理では急激かつ突発的な変更は人心の安定

のためには避けねばならないからである。だが，それら

の徴調整の変更はある状況のもとでは一定の方向に誘導

されるのであって，この誘導を体系的に明らかにするこ

とが人事・労務管理の理論の任務である。

1868年（明治元年）から魂代まで約120年を経過した。

この1却年間は大きくみると劇年間を3回へてきたと考

えることができる。すなわち，明治元年からほぼ40年後
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の1905年に日露戦争が終結した。明治元年からの欧米文

明の激しい摂取，富国強兵政策が欧米の大国の1つであ

るロシアと対等に闘うところまで到達した40年間であっ

た。日露戦争後から1945年までが次の40年間であって第

2次大戦の敗戦の年である。第3の亜年間が敗戦の年か

ら現在までの期間である。この40年間に欧米文明の激し

い摂取を再び繰り返して欧米と対等の経済大国に到達し

た。日本社会の内外の環鄭ま40年以前と一変した。世界

の多極化，国際経済摩擦，新情報技術革命，高齢化はそ

の中で最も鋭い要素である。これからの40年間に日本社

会はどのような道をたどるべきか，その道の中で日本の

企業ほどのような経営理念を樹立し，どのような活動を

とるべきか，これらがわれわれの課題であり，この課題

から人事・労務管理の構想が導き出される。学問と実際

ほこの構想で結びついて進んでいかなくてはなるまい。

全体は14章に分かれている。第1章は全体の序章であ

って人事・労務管理の考え方を述べており，第2章は人

事・労務管理を具体的に考える場合に考慮に入れておか

ねばならない社会的制約要件を取り上げている。第3章

から人事・労務管理の各論に入る。それぞれの章では，

できる限り人事・労務管理の実際に近づく　ように図・

表を多くし，また事例を多く取り上げるように工夫し

た。最後の第14章では，今後の人事・労務管理の展望匿

ついて述べた。

ここでは日本の人事・労務管理を述べており，外国の

人事・労務管理の理論や実例を取り上げることはできる

限り避けた。両者の性質が違うので，混合すると人事・労

務管理について浅い理解しか得られなくなることを恐れ

たからである。外国の人事・労務管理の理論の紹介につ

いてほ日本でも多くの著作が刊行されているので，進ん

で研究しようとする人々にそれらが大いに役立つだろう

と思う。
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1

人事・労務管理の意義と課蓮

1．人事・労務管理と経営活動

1）経営活動のサ1・システムとしての人書・労務曾窪

どんな企業経営でも人事・労務管理を担当する部門・部

署がある。図1－1はある大企業の人事・労務担当部門

の組蹄を示している。労務課は労働組合との折衝窓口で

あり，人事課は配置，賃金・給も人事評価，昇進・昇

格を担当し，駒査課は人事計画，視査を担当し，また経

営組織全体と人事部門との折衝部署である。各工場の人

事課は就業的係をあつかう。そうすると図1－1は経営

組織・人事計画・調査，人事，就業，労使閑風教乱

福祉の6つで成り立つことがわかる。この6つが人事・

労務管理の領域である。

人事・労務管理注経営活動全体の1つの構成要素（サ

ブ・システム）として位置づけられる。このことを知る

ために．ほ，経営活動とは何かということを知る必要があ

る。市場経済は日本経済の基調であって，企業は市場経

済の中で活動する経済（主）体である。企業はその市場

経済の中で利益を実現するために活動する。利益は株主

への配当，経営者への執臥再投資のための資金留保の

源泉であり，利益を実現しない企業は消減せねばならな

い。利益は企業　人事

にとって存続の

ための費用であ

るという意見も

あるほどであ

る。企業は経済

体として市場経

済のもとで存続

ー厚生鴨

各工場・エ穣緻・人事課

紺‾‾芭義
認1－1人書1労務部門の組織の例

l　人事・労務管理の意義と真題－9
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